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Abstract

High power infrared NH3 laser(aP(10,9),13.83JJ.m) pumped with very high power (about

60J/pulse) 9R(30)9.22;u m line of CO2 laser has been being developed as a pumping source

for InSb SFR(Spin-FIip Raman) laser tunable in the infrared region of 16ju m by using one

of the units of Lekko at the Institute of Laser Engineering,Osaka University･

本研究室では､レ-ザによる同位体分離や化学反応の制御が考えられる赤外域同調可能(波長可変)

S F R (S p i n-F 1 i P R a m a n )レ-ザの研究を行ってきた｡これまでに分子法によるウ

ラン濃縮用のレ-ザと　して1 6u m域で同調可能をN Hヨレ-ザ励起I n S b S F Rレ-ザを開発

した｡ I n S b S F Rレ-ザを励起するためのレ-ザと　して､ 1 3-1 4ノJ m域N H3レ-ザの高

出力化についての報告を行う｡

我々は従来の実数より､赤外域N H3レ-ザのレ-ザ管を大型化し､レ-ザ共晩器の構成と励起法

を工夫することによ　り､高出力なa P ( 1 0 , 9 ), 1 3　　　　〟m発振線を確認した｡実数によっ

て得た　　P ( 1 0 , 9 )発振線の発振出力､ N H,分子ガスの濃度(分圧　N H N H　十N2,%)､

ガス圧力(全庄)∴関係は( F i g. 1 )のよ　うになる｡
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Fig.1 The pressure dependence of

aP(10,9)13.83//m output power
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Fig.2　aP(10,9 13.83〟m output power

as a function of　9R(30)9.22xi m
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(日放起用C O2レ-ザの高出力化

(F i g. 2 )に示すように一　助起用C O2レ-ザの強度を5. 5 J程度まで増加させてもN H,

レ-ザの出力は飽和せずに増加している｡そこで　本研究室で使用してきたC O2レ-ザ(9R(30)の発

振線において最高出力(5.5J/pulse))の代わりにより高出力なC O2レ-ザを使用すればN H3レ-

ずの出力をさらに増加させることができると考えられる｡

(2) N H3レ-ザの高効率化

N H,レ-ザ管を冷却することでN H,レ-ザの出力が増大する｡これは､N H,分子の各エネルギ

ー準位での分子の分布畳は室泡ではボルツマン分布によっているが､レ-ザ管を冷却することによっ

てレ-ザ発轟の始準位と終準位との分布差が改普されるので出力が増大する｡

またN H3ガスにN2ガスを混入することによっても出力が増大する｡これはN H3分子とN2分子

との衝突により､N H,分子の回転準位間遷移が速まり　V2準位以外の回転準位の分布量が減少してZ/

2準位との反転分布が促進されるためである｡

今後は､ ｢烈光Ⅶ号｣ (F i g. 3 )システムを利用した大出力C O2レ-ザ(--6　0 J/p u 1 s

e )助超N H,レ-ザの実験(F i g. 4 )を行う｡これにより､N H3レ-ザのさらなる高出力化が

期待される｡

また1 6p.m域で考えた場合､大出力C O2レ-ザの発振光によって励超されたN H3レ-ザ光a

P ( 1 0, 9 ), 1 3. 8　3ju mを励起光と　したI n S b S F Rレ-ザで1 6u m域で強い発振が

期待でき､そのうえ同調範囲が広がり､発振出力が高出力で安定すると思われる｡
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Fig.3 ExperimOntal setup of very high power

GOa laser
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Fig.4 Experimenta一 setup of NH3 laser pumped

with very high power COa laser
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